
１．一般事項

型式又は名称 点検年月日

製造番号 点検場所

２．測定器等

名称 型式 製造番号

スペクトラムアナライザ※5 FSW13 101165

デジタルマルチメータ TR6847 16880685

パワーセンサー NRP-Z211 P0149179

標準信号発生器 MG3602A M37754

標準信号発生器※6 SMU200A 100836

３．測定結果

1895.616 1899.072 1904.256 1895.616 1899.072 1904.256

周波数　　　　　　　　　　(測定値） ＭＨｚ 1895.6210 1899.0699 1904.2539 1895.6138 1899.0699 1904.2539

（偏差） ｐｐｍ 2.6 -1.1 -1.1 -1.2 -1.1 -1.1

占有周波数帯幅 ｋＨｚ 1171.9 1170.8 1168.2 1168.9 1174.9 1167.6

図1 図2 図3 図4 図5 図6

スプリアス発射又は不要発射の強度(1) dBm/MHz -49.0 -48.7 -48.8 -48.4 -48.1 -48.7 ※2

30MHz～1000MHz ＭＨｚ 550.9 549.9 552.8 547.0 524.7 547.0

図7 図24 図41 図58 図74 図91

1000MHz～1891.296MHz dBm/MHz -42.3 -47.4 -48.4 -44.8 -48.1 -46.2 ※2

ＭＨｚ 1890.9 1890.0 1883.7 1890.9 1888.2 1890.9

図8 図25 図42 図59 図75 図92

1906.848MHz～10.0GHz dBm/MHz -39.2 -47.3 -46.7 -51.2 -46.7 -44.3 ※2

ＭＨｚ 2404.1 7384.5 7384.5 2404.1 6988.4 1910.9

図10 図26 図43 図60 図76 図94

スプリアス発射又は不要発射の強度(2) dBm/MHz - -44.2 -44.5 - -44.9 -43.8 ※2

1893.146MHz～(搬送波周波数-4320kHz) ＭＨｚ - 1894.0 1899.7 - 1894.5 1899.6

- 図27 図45 - 図77 図96

(搬送波周波数+4320kHz)～1906.1MHz dBm/MHz -43.8 -44.2 - -43.2 -43.8 - ※2

ＭＨｚ 1900.3 1903.5 - 1906.0 1904.1 -

図11 図28 - 図61 図78 -

スプリアス発射又は不要発射の強度(3) dBm/192kHz -8.1 -8.4 -8.6 -8.4 -8.4 -8.7 ※2

搬送波周波数-(864kHz～1228kHz) ＭＨｚ 1894.4 1897.9 1903.1 1894.4 1897.9 1903.1

図14 図31 図48 図64 図81 図99

搬送波周波数+(864kHz～1228kHz) dBm/192kHz -8.1 -7.8 -8.4 -8.1 -7.9 -8.4 ※2

ＭＨｚ 1896.7 1900.2 1905.4 1896.7 1900.2 1905.4

図15 図32 図49 図65 図82 図100

搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz) dBm/MHz -10.6 -11.4 -11.0 -10.9 -10.4 -10.8 ※2

ＭＨｚ 1894.4 1897.8 1903.0 1894.4 1897.8 1903.0

図13 図30 図47 図63 図80 図98

搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz) dBm/MHz -11.6 -11.5 -11.8 -11.7 -11.8 -11.7 ※2

ＭＨｚ 1896.9 1900.3 1905.5 1896.9 1900.3 1905.5

図18 図39 図56 図72 図89 図107

搬送波周波数-(2592kHz～4320kHz) dBm/MHz - -39.0 -39.1 - -39.0 -38.9 ※2

ＭＨｚ - 1896.4 1901.5 - 1896.5 1901.5

- 図29 図46 - 図79 図97

搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz) dBm/MHz -37.6 -37.3 -37.1 -38.2 -36.7 -36.2 ※2

ＭＨｚ 1898.2 1901.8 1906.9 1898.2 1901.7 1906.9

図17 図34 図51 図67 図84 図102

スプリアス発射又は不要発射の強度(4) dBm/192kHz -44.6 -53.0 -54.2 -45.3 -52.9 -54.9 ※2

1891.296MHz～1892.846MHz ＭＨｚ 1892.8 1892.5 1892.6 1892.8 1891.7 1891.9

図22 図37 図54 図70 図87 図105

1892.846MHz～1893.146MHz dBm/192kHz -41.4 -52.1 -54.8 -41.5 -53.0 -54.3 ※2

ＭＨｚ 1893.1 1892.9 1892.9 1893.1 1892.9 1893.0

図20 図35 図53 図68 図85 図104

1906.1MHz～1906.754MHz dBm/192kHz -51.5 -53.8 -36.3 -52.4 -53.4 -36.2 ※2

ＭＨｚ 1906.2 1906.2 1906.4 1906.1 1906.3 1906.1

図21 図36 図52 図69 図86 図103

1906.754MHz～1906.848MHz dBm/192kHz -54.4 -53.3 -39.5 -55.1 -53.5 -39.5 ※2

ＭＨｚ 1906.8 1906.8 1906.8 1906.8 1906.8 1906.8

図23 図38 図55 図71 図88 図106

空中線電力　　　　　　　　(測定値） mＷ 126.4 128.0 129.3 124.9 127.5 129.5

（偏差） ％ -47 -47 -46 -48 -47 -46

搬送波を送信していないときの電力 μＷ 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

副次的に発する電波等の強度（1） ｎＷ/100kHz 0.087 0.004 0.005 0.061 0.004 0.016

30MHz～1000MHz ＭＨｚ 593.5 551.3 617.2 544.1 515.7 598.2

1000MHz～1893.5MHz ｎＷ/100kHz 0.005 0.003 0.003 0.005 0.003 0.003

ＭＨｚ 1631.5 1649.4 1611.5 1631.5 1643.8 1624.4

1906.1MHz～12.75GHz ｎＷ/100kHz 0.008 0.006 0.008 0.006 0.015 0.006

ＭＨｚ 2475.1 2444.0 2453.1 2446.2 2443.1 2454.3

副次的に発する電波等の強度（2） ｎＷ/MHz 0.146 0.518 0.319 0.295 0.684 0.566 ※3

ＭＨｚ 1895.3 1895.3 1897.1 1894.1 1895.8 1897.5

変調信号の送信速度 良・否 良 良 良 良 良 良 対向機との接続確認による

キャリアセンス機能 良・否 良 良 良 良 良 良 ※4

※1　定格電圧±10%の電圧変動試験は電源電圧変動確認試験の結果により省略しています。

※2　ケーブル損失1.0dBを含みオフセットしています。

※3　1893.55MHz以上1906.05MHz以下の100kHz間隔の126波にて測定。

※4　キャリアセンスレベル-62dBm/キャリアセンスレベル-82dBm(1899.072MHz、1900.8MHz)

※5　電力測定は外付けパワーセンサーをスペクトラムアナライザに接続し値を読んでいる。
※6　マルチチャネル出力可能。

較正機関

ｵﾘｯｸｽ・ﾚﾝﾃｯｸ株式会社

ｵﾘｯｸｽ・ﾚﾝﾃｯｸ株式会社

備考

電波法第２４条の２第４項第二号（二）

電波法第２４条の２第４項第二号（二）

認証に係る試験結果・測定器等

電波の型式、周波数及び
空中線電力

備考

MK-H96

ES13

F1D、F1E
1,895.616MHz～1,904.256MHz(1728kHz間隔/6波)

0.24W

株式会社タムラ製作所

2019/9/12、9/26

実施した試験方法：TELEC-T254(第4.1)

単位試験項目試験機器の状態

常温（25℃，50％）

Rohde and Schwarz

常圧＋１０％（　　　　Ｖ）

アンリツ 2019年6月12日

常圧（12.0Ｖ）ANT1

2018年9月7日 ｵﾘｯｸｽ・ﾚﾝﾃｯｸ株式会社

京西テクノス株式会社

常圧（12.0Ｖ）ANT2

電波法第２４条の２第４項第二号（ニ）

備考

電波法第２４条の２第４項第二号（二）

京西テクノス株式会社 電波法第２４条の２第４項第二号（ニ）

製造者名

Rohde and Schwarz

アドバンテスト

較正年月日

2018年12月6日

2019年7月3日

2019年4月10日Rohde and Schwarz

※1



図1　ANT1　占有周波数帯域幅(1895.616MHz)



図2　ANT1　占有周波数帯域幅(1899.072MHz)



図3　ANT1　占有周波数帯域幅(1904.256MHz)



図4　ANT2　占有周波数帯域幅(1895.616MHzz)



図5　ANT2　占有周波数帯域幅(1899.072MHz)



図6　ANT2　占有周波数帯域幅(1904.256MHz)



図7　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　30MHz～1000MHz　(1895.616MHz)



図24　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　30MHz～1000MHz　(1899.072MHz)



図41　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　30MHz～1000MHz　(1904.256MHz)



図58　ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　30MHz～1000MHz　(1895.616MHz)



図74　ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　30MHz～1000MHz　(1899.072MHz)



図91　ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　30MHz～1000MHz　(1904.256MHz)



図8　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1000MHz～1891.296MHz　(1895.616MHz)



図25　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1000MHz～1891.296MHz　(1899.072MHz)



図42　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1000MHz～1891.296MHz　(1904.256MHz)



図59　ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1000MHz～1891.296MHz　(1895.616MHz)



図75　ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1000MHz～1891.296MHz　(1899.072MHz)



図92　ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1000MHz～1891.296MHz　(1904.256MHz)



図10　ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1906.848MHz～10.0GHz　(1895.616MHz)



図26  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1906.848MHz～10.0GHz　(1899.072MHz)



図43  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1906.848MHz～10.0GHz　(1904.256MHz)



図60  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1906.848MHz～10.0GHz　(1895.616MHz)



図76  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1906.848MHz～10.0GHz　(1899.072MHz)



図94  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(1)　1906.848MHz～10.0GHz　(1904.256MHz)



図11  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1895.616MHz)(搬送波周波数+4320kHz)



図27  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1899.072MHz) (搬送波周波数-4320kHz)



図28  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1899.072MHz) (搬送波周波数+4320kHz)



図45  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1904.256MHz)(搬送波周波数-4320kHz)



図61  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1895.616MHz)(搬送波周波数+4320kHz)



図77  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1899.072MHz) (搬送波周波数-4320kHz)



図78  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1899.072MHz) (搬送波周波数+4320kHz)



図96  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(2)　(1904.256MHz)(搬送波周波数-4320kHz)



図14  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)　搬送波周波数-(864kHz～1228kHz)　(1895.616MHz)



図31  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)　搬送波周波数-(864kHz～1228kHz)　(1899.072MHz)



図48  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)　搬送波周波数-(864kHz～1228kHz)　(1904.256MHz)



図64  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)　搬送波周波数-(864kHz～1228kHz)　(1895.616MHz)



図81  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)　搬送波周波数-(864kHz～1228kHz)　(1899.072MHz)



図99  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)　搬送波周波数-(864kHz～1228kHz)　(1904.256MHz)



図15  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(864kHz～1228kHz)　(1895.616MHz)



図32  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(864kHz～1228kHz)　(1899.072MHz)



図49  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数+(864kHz～1228kHz)　(1904.256MHz)



図65  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(864kHz～1228kHz)　(1895.616MHz)



図82  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(864kHz～1228kHz)　(1899.072MHz)



図100  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数+(864kHz～1228kHz)　(1904.256MHz)



図13  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz)　(1895.616MHz)



図30  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz)　(1899.072MHz)



図47  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz)　(1904.256MHz)



図63  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz)　(1895.616MHz)



図80  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz)　(1899.072MHz)



図98  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(1228kHz～2592kHz)　(1904.256MHz)



図18  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz)　(1895.616MHz)



図39  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz)　(1899.072MHz)



図56  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz)　(1904.256MHz)



図72  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz)　(1895.616MHz)



図89  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz)　(1899.072MHz)



図107  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(1228kHz～2592kHz)　(1904.256MHz)



図29  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(2592kHz～4320kHz)　(1899.072MHz) 



図46  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(2592kHz～4320kHz)　(1904.256MHz) 



図79  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(2592kHz～4320kHz)　(1899.072MHz) 



図97  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数-(2592kHz～4320kHz)　(1904.256MHz) 



図17  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3) 搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz)　(1895.616MHz) 



図34  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz)　(1899.072MHz) 



図51  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz)　(1904.256MHz) 



図67  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz)　(1895.616MHz) 



図84  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz)　(1899.072MHz) 



図102  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(3)  搬送波周波数+(2592kHz～4320kHz)　(1904.256MHz) 



図22  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1891.296MHz～1892.846MHz　(1895.616MHz)



図37  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1891.296MHz～1892.846MHz　(1899.072MHz)



図54  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1891.296MHz～1892.846MHz　(1904.256MHz)



図70  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1891.296MHz～1892.846MHz　(1895.616MHz)



1891.296MHz～1892.846MHz　(1899.072MHz)
図87  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 



図105  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1891.296MHz～1892.846MHz　(1904.256MHz)



図20  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1892.846MHz～1893.146MHz　(1895.616MHz)



図35  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1892.846MHz～1893.146MHz　(1899.072MHz)



図53  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1892.846MHz～1893.146MHz　(1904.256MHz)



図68  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1892.846MHz～1893.146MHz　(1895.616MHz)



図85  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1892.846MHz～1893.146MHz　(1899.072MHz)



図104  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1892.846MHz～1893.146MHz　(1904.256MHz)



図21  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.1MHz～1906.754MHz　(1895.616MHz)



図36  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.1MHz～1906.754MHz　(1899.072MHz)



図52  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.1MHz～1906.754MHz　(1904.256MHz)



1906.1MHz～1906.754MHz　(1895.616MHz)
図69  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 



図86  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.1MHz～1906.754MHz　(1899.072MHz)



図103  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.1MHz～1906.754MHz　(1904.256MHz)



図23  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.754MHz～1906.848MHz　(1895.616MHz)



図38  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.754MHz～1906.848MHz　(1899.072MHz)



1906.754MHz～1906.848MHz　(1904.256MHz)
図55  ANT1　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 



図71  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.754MHz～1906.848MHz　(1895.616MHz)



図88  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.754MHz～1906.848MHz　(1899.072MHz)



図106  ANT2　スプリアス発射又は不要発射の強度(4) 
1906.754MHz～1906.848MHz　(1904.256MHz)


